
ISEP20周年記念プレイベント
――「新しい社会」をつくるために――

おらってにいがた市民エネルギー協議会 事務局長 木村義彦



「おらって」の誕生
～背景としての「3・11」～

「おらって設立趣意文」から
2011年3月11日の東日本大震災とそれにともな
う福島の原子力災害は、「天災」あるいは「人災」
であると同時に、日本の戦後や近代文明のあり方
そのものを問い直す「文明災」とも言われました。
またこの災禍は、中央が潤うために地方が負担
やリスクを背負うという、中央と地方との不平等な
関係も浮き彫りにしました。今まさに私たちは、こ
れまで築いてきた社会のあり方や「豊かさ」そのも
のを根源から問い直し、未来の世代に引き継ぐた
めの新しい社会のあり方を模索しなければならな
い時代を迎えていると言えます。…
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新潟市役所
環境政策課

スマートエネルギー
推進室

にいがた

市民大学

市民発電 勉強会

市民有志

おらってにいがた
市民エネルギー準備会

呼びかけ 呼びかけ

※2014年12月23日より、一般社団法人化

「おらって」のスタートは、「にいがた市民大学」に集まった
市民有志と新潟市環境政策課が共催した勉強会でした。

おらって誕生の経緯



市民参加と、全国ご当地エネルギーの応援

２０１４年９月２３日に開催したキックオフイベントでは、金融機関や議員、行政
関係者、研究者を始め、市民約３００名に参加していただき、ワークショップで
「おらって」の目標や使命を確認し合いました。



【市民が会社をつくってみた：会社概要】
名 称：（一社）おらってにいがた市民エネルギー協議会
代 表 理事：佐々木寛（新潟国際情報大学教授）
理 事：横山由美子（副代表）、横木将人（副代表）、白井智雄、木村義彦、

渡辺福太郎、橋本桂子
監 事：小林光雄
設 立：２０１４年１２月
会 員 数：１８０名（２０１８年１０月現在）
所 在 地：新潟県新潟市
事 業 目的：
（１）自然エネルギー及び省エネ活動の普及促進
（２）自然エネルギーによる発電事業
（３）省エネサービス事業及び熱供給事業
（４）グリーン・ツーリズム事業
（５）広範な市民の参加や実践、議論の場の創出
（６）関係諸団体との連携及び協力
（７）前各号に掲げる事業に附帯又は関連する事業
（８）前各号に掲げる事業を目的とした基金の募集
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市⺠が挑戦してこそ
→学びがうまる
→⼈材が育ち
→知識や知恵が蓄積され
→地域がかわる
→仲間が増え、新たな
挑戦や希望がうまれる



「おらって市民エネルギー株式会社」設立
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おらって市民エネルギー株式会社は、協議会会員を中心とした３２の個人、法人
が発起人となり、２０１５年６月に発足致しました。
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「持続可能な低炭素まちづくり推進のためのパートナーシップ協定」

2015年8月18日新潟市との協定締結
2018年3月23日村上市との協定締結

【新潟日報】
2015.8.19 朝刊



協議会と株式会社の関係性
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おらって

市民ソーラー
株式会社

（2017年設立）

一般社団法人

おらってにいがた
市民エネルギー協議会
（2014年法人化）

第2期太陽光事業

熟議・研究・啓発・構想

自然エネルギーの普及推進、地域創生

おらって

市民エネルギー
株式会社

（2015年設立）

第1期太陽光事業

実施・実現



おらって市民発電所
３９カ所-約2,000ｋW相当
の発電所が稼働しています。
（民有地・公有地）



第１期
太陽光
電事業
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太陽光
電事業



国外との連携（2017年2月14日）
世界幸福度ナンバーワンの国

デンマークに学ぶ 新潟の新しい社会



6月総会で決定。⇓

⇐ 『新潟日報』一面
2019年6月16日

パルシステム電気と協働。
おらっての電気がついに
新潟で購入可能に！

2019年6月



次世代の育成（ＳＤＧｓプロジェクト）

環境省採択事業 2019年9月
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おらって創立5周年記念集会「おらっての電気でつくろ！」
2019年9月21日





今後の事業展開
新潟らしい再生可能エネルギーの活用と持続可能な地域社会づくり

「ソーラーシェアリング」、「バイオマス・バイオガス」、「小水力」
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環境省委託事業 温泉街（観光）×農業×
地域課題解決型SDGｓモデル事業（岩室地域のまちづくり）


